
平成２８年度　白石町コミュニティ・スクール構想

「地域の学校」、「地域で育てる子ども」という考え方の希薄化が進み、学校だけが責任を持って教育を進めるやり方では、十分な教育効果を

上げることが難しい。

学校・家庭と地域の絆が広がり・つながる みんなで子どもの成長を願う温かい校区

教育基本法日本国憲法
白石町基本理念

「人と大地がうるおい 輝く 豊穣のまち」

「地域とともにある学校の実現」

チーム学校 「共有・共働・共育」

学校で 家庭で
＜知＞

・相手のことばを耳と心で聴く
・めあてを持ち、課題にこつこつと取り組む

・本を手にとり進んで読む

・一日を振り返り明日の学習や

家庭学習の見通しを持つ

＜徳＞

・自分からあいさつができる

（いつでも、どこでも、だれにでも）

・時間を守る

・整理整頓をする

・人のため、みんなのために喜んで働く

・友だちや周りのことを考えて行動する

＜体＞

・姿勢に気をつけて学習する

・給食を感謝して残さず食べる

・一日１回は必ず運動する

・体を進んで動かす、きたえる など

＜知＞

・学校の出来事について聴く

・子どもの話に耳を傾ける

・一日１回は本を手にとる

・家庭学習に目を通してほめ励ます

・テレビ、ゲームなどの約束を決める

＜徳＞
・家族同士であいさつをきちんとする

・大人から進んであいさつする

（おはよう、はい、ありがとう、いってらっしゃい、

おかえりなさい、いただきます、おやすみ）

・一日一つは家の仕事をまかせる

・小さい子やお年寄りを気遣う

＜体＞
・起きる、寝る時間を決める

・朝食をきちんととる

・自分の力で登校するように励ます

・地域の行事に参加する

・家族一緒に夕食をとる など

地域(ひっきゃ)で

持ちつ持たれつ

＜白石町の育てたい子ども像＞

笑顔で元気に学校へ通う子ども
目標を持ってさわやかに

取り組む子ども

わが町を誇りに思う子ども
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＜導入の背景＞ 一般的な傾向

つなぐ・見守る・関わる・支える・願う

となりで

班や地区で

知り合い同志で

ＰＴＡで・各種保存会で・

老人会で・婦人会で・民

生児童委員で

・学校支援

・保護者支援

・協働活動

・貢献、参画活動

少子高齢化、核家族化、価値観の多様化、子どもの遊びの形態変化など

地域のつながりの希薄化、地域・家庭の教育力の低下など

このような傾向は、本町でも、例外ではなくなりつつある。そこで、以下のような構想をもとに、さらなる教育基盤の確立をめざす。
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